
 

 

 

 

 

校庭にある梅の花が咲き、桜のつぼみがふくらみ暖かさを感じるようになりました。２月１３日

の学習参観日にはたくさんの保護者の方においでいただき、ありがとうございました。おうちの方

が見ていることで、子どもたちはいつも以上に生き生きと学習に臨んでいたように思います。４月

の頃と比べて、確実に成長した姿を見ていただけたのではないかと思います。 

いよいよ３月。令和５年度も最後の１か月となりました。東山東小学校の子ども達一人一人にと

って大きな節目の時を迎えようとしています。残された１か月間。仲間と共に一日一日を大切に、

そして丁寧に過ごしてほしいものです。短い１か月という期間ですが、何となく過ごすのではなく、

目標や目的をもちながら過ごしていく事が大切です。今の自分としっかり向き合って、自分の良さ

と目指すべき姿をイメージしてください。そして持てる力を最大限に発揮しながら毎日を積み重ね

ていってください。たとえ、目標に達することができないことがあったとしても、全力を尽くして

やり切った経験は、必ずこれからの財産になるはずです。頑張っていきましょう！ 

 さて６年生のみなさんは、中学校という新たなステージに向かって羽ばたいていく時を迎えます。

６年間の小学校生活の中で得た手応えと自信。数々の思い出。仲間と深めてきた絆。そして未来に

向けた夢や希望。それらをしっかりと抱き、期待感を膨らませながら有意義な時間を過ごしてほし

いです。東山東小学校の頼れるリーダーたちの頑張りを、みんなが応援しています。小学校生活最

後の１か月。素敵な毎日が積み重なることを願っています。 

最後になりましたが、子ども達の元気な学校生活をご家庭で支えてくださった保護者のみなさま、

登下校をはじめ、子ども達の安全を見守ってくださったみなさま、学校の諸活動にご理解とご協力

をいただきました関係者のみなさま方に心より御礼申し上げます。ありがとうございました。 

次年度も、皆様のご理解とご協力、より一層のお力添えを賜りますようよろしくお願いいたします。  

 

 

児童会では、能登半島地震で被災した方々へ、募金を通して思いを届けることを目的に募金活

動に取り組みました。募金については、児童会役員が全校児童、保護者、教職員にお願いをしま

した。募金総額は、５８,０５９円にもなりました。皆様からいただいたお気持ちを、日本赤十字

社を通じて被災者の皆様のお役に立てていただきます。ご協力ありがとうございました。 

          ６年生『令和５年度よい青少年の褒賞』受賞決定 

和歌山市が行っている『よい青少年の褒賞』の受賞が決定いたしました。あいさつ運動・縦割り

活動のリーダーとしての頑張り・みんなで考えた全校給食・全校おそろいの T シャツ作成の取り

組み・丁寧な清掃活動等が評価され、受賞となりました。６年生のみなさん、おめでとう！よく頑

張ってくれました。表彰式は、３月３日（日）和歌山市役所で行われます。 
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大切な１か月を全力で！ 

 

能登半島地震復興募金へのご協力ありがとうございました 

 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２日（土）うちどくの日 

 ４日(月)卒業式練習開始 

５日（火）スクールカウンセラー来校 

1２日（火）登校指導 

１５日（金）安全点検 

お別れ式 

         6年給食終了 

         卒業式準備 

１８日(月)卒業式（1・2・3年は休業） 

２０日（水）春分の日 

２１日（木）給食終了 

２２日（金）３学期終業式 

29日（金）離任式 

【４月初めの予定】 

  ４月 8日（月）新任式・始業式 

      9日（火）入学式 

 

  全国学力学習状況調査   ４/18（木） 

歯科検診   ４/２５（木） 

内科検診   5/２（木） 

耳鼻科検診 ５/14 (火）１・３・５年のみ 

  眼科検診   ５/１6（木） 

※様々な事情で、各行事が変更・中止になる可能性があります。 

なお、４月以降の予定につきましては、現在のところ未定のため、決まり次第お知らせ

させていただきます。ご了承ください。 

の行事予定 

東山東小学校の庭園には、2本の梅の木があります。紅梅と白梅。今年は 2月はじめ

から丸い5枚の花びらからなる花が、私たちの目を楽しませてくれています。東山東地区

の梅の木からも、梅の香りが漂ってきていますね。 

和歌山といえば梅と言われるほど和歌山県は梅の収穫量が多く、5９年連続全国 1

位で 6 割以上シェアを占めています。県南部で多く栽培されていますが、これは江戸時

代、紀州徳川家 5 代藩主吉宗、紀州田辺藩家老職 安藤帯刀により梅の栽培が奨励さ

れたため。田辺・南部地方の梅林だよりは、和歌山に今年も春が来たと教えてくれます。 

  梅といえば、今の元号「令和」にも関係があります。 

令和という名称は、奈良時代の初め、当時の大宰府の長官、大伴旅人の邸宅で開か

れた「梅花の宴」で詠まれた歌から 2文字を取って名付けられました。 

「初春令月、気淑風和、梅披鏡前之粉、蘭薫珮後之香」 

この歌では梅の開花による春の訪れや、梅の美しさと香りの良さが表現されています。

きっと当時の梅の花も透き通るような甘い香りを放ち、凛として咲いていたのでしょう。 

3月は卒業式や離任式など、学校の中では別れが多くありますが、一方で新学期 

新生活など、新しいことの始まりの季節。みなさまのところにも 

よき春が訪れるよう、祈念してやみません。 


